
2017（H29）⼤学院シラバス

社会福祉学専攻 ／ 保健医療福祉政策・計画・運営分野
授業科目 

社会福祉研究⽅法特論 

授業の概要
社会福祉研究の基礎となる社会科学分野における研究⽅法の基本について社会学・ソーシャルワーク理論・社会福祉論などの⽴場から講
義を⾏うとともに、それに基づいた討論を⾏う。

授業の目的
社会福祉研究の基礎となる社会科学分野における研究⽅法の基本を理解するとともに、社会福祉研究の⽅法論についての基本的な考え⽅
を理解する。

学習目標
１．社会科学分野で研究することの意義を把握する。
２．社会科学分野における研究⽅法の特徴を把握する。
３．⾃分⾃⾝の研究課題と研究⽅法をを説明する。

授業計画

使⽤図書

担当教員名
渡邉 敏⽂、 寺⽥ 貴美代、 河野 聖夫、
鈴⽊ 未来

対象学年 1 対象学科 保健学・ 健康科学・ 社会福祉学・
医療情報

開講時期 後期 必修・選択 選択

単位数 2 時間数 30

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

1 社会福祉研究⽅法の概要 講義・討議 渡邉 敏
⽂

2 社会学の⽴場から（１）社会科学の芽⽣え〜ルソー『社
会契約論』(1762)

講義・討議 鈴⽊ 未
来

3 社会学の⽴場から（２）社会科学分野における研究の成
り⽴ち〜マルクス『ドイツ・イデオロギー』(1846)

講義・討議 鈴⽊ 未
来

4 社会学の⽴場から（３）社会的現実の理解の⽅法１〜
ウェーバー『社会科学と社会政策にかかわる認識の「客
観性」』(1904)

講義・討議 鈴⽊ 未
来

5 社会学の⽴場から（４）社会的現実の理解の⽅法２〜
デュルケム『社会分業論』(1893)、ジンメル『社会学の
根本問題』(1917)

講義・討議 鈴⽊ 未
来

6 社会福祉研究におけるKJ法の活⽤ 講義・討議 寺⽥ 貴
美代

7 社会福祉研究におけるマトリックス法の活⽤ 講義・討議 寺⽥ 貴
美代

8 研究発表におけるパワーポイントの活⽤ 講義・討議 寺⽥ 貴
美代

9 ソーシャルワーク理論の⽴場から（１） 実践研究の視
点

講義・討議を通じて，ソーシャルワーク実践の研究基
盤を理解する。

河野 聖
夫

10 ソーシャルワーク理論の⽴場から（２） 事例分析・事
例研究の視点と⽅法

講義・討議を通じて，ソーシャルワーク実践における
事例分析の⼿法を理解する。

河野 聖
夫

11 ソーシャルワーク理論の⽴場から（３） 事例研究の視
点と枠組み

講義・討議を通じて，ソーシャルワーク実践における
事例研究の枠組み基盤を理解する。

河野 聖
夫

12 ソーシャルワーク理論の⽴場から（４） 理論と実践を
つなぐ

模擬研究テーマについての考察を通じて，ソーシャル
ワーク実践に関する研究デザインの組み⽴てを理解す
る。

河野 聖
夫

13 社会福祉論の⽴場から（１） 講義（渡邉 敏⽂）・討議 渡邉 敏
⽂

14 社会福祉論の⽴場から（２） 講義（渡邉 敏⽂）・討議 渡邉 敏
⽂

15 社会福祉論の⽴場から（３） 講義（渡邉 敏⽂）・討議 渡邉 敏
⽂



評価⽅法 
発表、討論を通じて理解度・達成度および論点の深度により評価する。

履修上の留意点
４名の担当教員による講義のため、進⾏については各担当教員の初回講義時に確認のこと。

オフィスアワー・連絡先
渡邉 敏⽂ オフィスアワー︓⽉曜⽇13:10〜19:00 研究室︓E棟E302 Eメールアドレス︓toshi-w@nuhw.ac.jp
寺⽥ 貴美代 オフィースアワー︓⽊曜⽇12:30〜14:30 研究室︓E棟E315（要事前メール）E-mail︓terada@nuhw.ac.jp
河野 聖夫 オフィスアワー︓⽕曜⽇10:00〜12:00 研究室︓E棟E302(要事前メール) Eメールアドレス︓kouno@nuhw.ac.jp
鈴⽊ 未来 オフィスアワー︓⽊曜⽇18:10〜19:40 研究室︓E棟E303（開講（担当）期間中のみ）Eメールアドレス:mik-
suzu@nuhw.ac.jp

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書 使⽤しない

参考書

その他の資料 各担当教員より講義に必要な資料を配布する


